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考
え
て
み
ま
せ
ん
か

の

さ

ー

おいしい川内の水 (南方東公園内)

本
町
の
上
水
道
は
、
簡
易
水
道
施

設
等
に
よ
り
、
現
在
十
八
の
施
設
(
別

表
)
が
町
内
各
地
区
に
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
設
を
賄
う
た

め
の
今
年
度
一
年
間
の
費
用
は
、
一

億
六
千
四
百
万
円
に
な
り
ま
す
。

一
年
間
で
、
一
体
ど
れ
く
ら
い
の

水
が
使
わ
れ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
。

約
百
万
立
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。
こ
れ

は
川
内
公
園
吹
上
池
の
水
量
の
五
倍

に
相
当
し
、
主
に
生
活
用
水
、
工
業
用

水
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
一
人
一
日
当
た
り
に
換
算
す
る

と
、
三
百
三
十
リ
ッ
ト
ル
に
な
り
ま

す。
生
活
用
水
の

使
用
量
が
急
増

こ
の
な
か
で
、

増
加
率
の
最
も
高

い
の
が
生
活
用
水

で
す
。
こ
の
十
年

間
で
二
・
二
倍
に

増
え
て
い
ま
す
。

生
活
用
水
は
、

飲
用
、
炊
事
、
洗

濯
、
入
浴
、
水
洗

ト
イ
レ
な
ど
の
家

庭
用
水
と
し
て
、

ま
た
、
学
校
、
事

務
所
、
病
院
、
庖

舗
な
ど
の
都
市
活

動
用
水
と
し
て
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

個
人
生
活
の
快
適

さ
の
高
ま
り
ゃ
都

市
化
の
進
展
が
、

うっとうしい梅雨も終わ

り、夏本番。水遊びをしたり、

氷水を飲んだ、りと、一年を通

してー香水を使う季節です。

わたしたちは、毎日の生活

の中で、空気と同じように水

の大切さを忘れがちです。い

ま、もし水ガ出なくなったら

-。ふだんな|こげなく使っ

ている水。 8月1日は水の

目、 8月T白から 7日までは

水の週間、今月号は水につい

て考えてみだいと思います。
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そ
の
増
加
の
大
き
な
原
因
で
す
。
朝

シ
ャ
ン
の
一
般
化
を
み
て
も
お
わ
か

り
で
し
ょ
う
。

世
論
調
査
の
結
果

「
水
は
不
足
す
る
」
が

約
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト

昨
年
の
七
月
総
理
府
が
、

「
人
と
水

と
の
か
か
わ
り
に
関
す
る
世
論
調

査
」
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、

「
最
近
水
の
パ
ッ
ク
が
売
ら
れ
て
い

る
が
、
お
金
を
払
っ
て
ま
で
も
お
い

し
い
水
を
飲
み
た
い
と
思
う
か
」
と

聞
い
た
と
こ
ろ
、
「
飲
み
た
い
」
と
答

え
た
人
の
割
合
は
約
二
十
三
パ

1
セ

用

語

メ

モ

鰐
易
水
道
麗
設

計
額
給
水
人
口
が
、
否
人
以

上
五
千
人
米
満
の
水
道
施
設
を

い
い
ま
す
。

有
収
水
量

水
道
料
金
の
計
算
の
も
と
に

な
っ
た
水
道
の
使
用
震
を
い

い
、
一
定
期
間
(
年
又
は
月
)

の
総
水
量
を
い
い
ま
す
。

，ゐ
ン
ト
、
「
飲
み
た
く
な
い
し
と
答
え
た

人
は
約
七
十
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う

結
果
で
し
た
。
こ
れ
を
、
昭
和
六
十

一
年
八
月
の
調
査
と
比
較
す
る
と
、

「飲
み
た
い
」
と
答
え
た
人
は
約
十

パ
ー
セ
ン
ト
増
え
、
特
に
都
市
生
活

者
、
そ
れ
も
若
い
人
ほ
ど
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
十
年
後
の
生
活
用
の
水
は

不
足
す
る
と
思
う
か
」
と
の
聞
い
に

対
し
て
、
寸
大
都
市
地
域
な
ど
特
定
の

地
域
で
不
足
す
る
と
思
う
」
と
答
え

た
人
が
半
数
を
超
え
、
「
全
国
的
に
不

-. 

足
す
る
と
思
う
」
を
合
わ
せ
る
と
、

約
七
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
も
の
人
が
不

足
す
る
と
答
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理

由
と
し
て
、
生
活
が
向
上
し
水
の
使

用
量
が
増
え
る
、

異
常
気
象
で
降
雨

量
が
減
る
、
そ
れ
に
水
の
無
駄
遣
い

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
水
の
あ
る
豊
か
な
暮
ら

し
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い

て
は
、
「
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
暮
ら

し
」
と
答
え
た
人
が
約
六
十
五
パ

ー

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
以
下

「
い
つ

で
も
水
が
豊
富
に
使
え
る
暮
ら
し
し

「
身
近
に
潤
い
と

や
す
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
る
水
辺
が

あ
る
暮
ら
し
し
と

続
い
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
「
二
十

一
世
紀
に
向
け
て

水
の
新
し
い
役
割

と
し
て
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
期
待

す
る
か
L

と
い
う

問
い
に
対
し
て

は
、
寸
お
い
し
い
水

な
ど
飲
料
水
の
質

の
向
上
」
を
挙
げ

た
人
が
約
六
十
八

(平成3年 4月現在)

施 言宣 名 施工年度 水 j原 種 53IJ 
7)(原 言十 画 給水人口

箇所数 給水人口人 最大給水量m' 人

1.川上地区簡易水道施設 41 ~ 43 浅井戸 4ケ所 4，950 1，980.0 6，449 

2. 東谷地区簡易水道施設 46.47.51 集水井柳宇谷渓流水 (ろ過) 2 910 194.0・ 692 

3.大屋敷地区共同給水施設 44 湧水 I 41 6.15 33 

4.仲野黒岩地区共同給水施設 47 湧水 I 47 7.05 59 

5.岡地区共同給水施設 47 山の神谷川渓流水 (ろ過) 1 40 6.8 31 

6.鳥の子地区飲料水供給施設 48 仏生川渓流水 (ろ過) l 98 14.7 57 

7.恵良地区共同給水施設 49 井内川|渓流水 (ろ過) l 25 5.0 21 

8.上日浦地区共同給水施設 50 湧水 (ろ過) l 48 9.6 40 

9.板屋の子地区共同給水施設 51 板屋の子川渓流水 (ろ過) l 48 8.2 35 

10.北問地区共同給水施設 51 湧水 l 49 9.8 37 

11. 西谷地区簡易水道施設 52. H 2 浅井戸 (ろ過) 1 320 139.0 213 

12.蔵π地区飲料水供給施設 53 表流水 (ろ過) l 95 23.75 76 

13.落出地区共同給水施設 53 表流水 (ろ過) l 45 20.85 25 

14.大平成地区簡易給水施設 57 表流水 (ろ過) l 96 19.2 85 

15.狩場地区簡易水道施設 58 表流水 (ろ過) 1 136 n2  135 

16.土谷地区簡易水道施設 60 表流水 (ろ過) l 170 35.8 145 

17.松瀬川地区簡易水道施設 61 浅井戸 (ろ過) l 260 100.0 201 

18.横灘団地簡易水道施設 62 浅井戸 I 1，600 480.0 610 

計 22ケ所 8，978 3，087.1 8，944 
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パ
ー
セ
ン
ト
と
最
も
多
く
、
次
い
で

「
潤
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え
る
せ
せ

ら
ぎ
や
噴
水
な
ど
」
「
快
適
で
便
利
な

生
活
を
も
た
ら
す
給
湯
設
備
な
ど
の

水
利
用
機
器
の
普
及
」
の
順
に
な
っ

て
い
ま
す
。

無
駄
使
い
を
せ
ず

水
を
上
手
に
使
う

で
は
、
水
を
上
手
に
使
う
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
一

人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
で

き
ま
す
。
要
は
こ
ま
め
に
水
道
の
蛇

口
を
閉
め
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
、

そ
の
一
言
に
つ
き
ま
す
。

少
し
例
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

。
歯
を
磨
く
と
き
、
水
を
出
し
つ
政

し
で
は
一
分
間
に
六
リ
ッ
ト
ル
も

水
を
使
い
ま
す
。
コ
ッ
プ
三
杯
で

十
分
歯
磨
き
は
で
き
ま
す
。

。
洗
濯
の
す
す
、
き
水
を
流
し
つ
政
し

に
す
る
と
、
二
百
四
十
リ
ッ
ト
ル

も
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

工
夫
す
れ
ば
百
リ
ッ
ト
ル
で
で
き

ま
す
。

。
蛇
口
か
ら
ポ
タ
ポ
タ
漏
れ
る
水
を

集
め
る
と
¥
一
日
に
五
十
リ
ッ
ト

ル
、
月
に
一
・
五
立
方
メ
ト

ル
¥
一
年
で
は
十
八
立
方
メ
|
ト

~ 

ル
に
な
り
ま
す
。
十
八
ト
ン
と
い

え
ば
¥
一
般
家
庭
の
一
ヶ
月
分
以

上
の
水
量
で
す
。

水
の
無
駄
使
い
を
し
な
い
。
そ
れ

が
一
番
大
切
な
こ
と
で
す
。

再
認
識
し
よ
う

「
水
は
限
り
あ
る

貴
重
な
資
源
」

水
を
大
切
に
使
う
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、
わ
た
し
た
ち
は
「
水
は

安
く
て
無
尽
蔵
に
あ
る
も
の
」
と
い

う
考
え
を
改
め
、
「
水
は
限
り
あ
る
貴

重
な
資
源
」
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の

際
も
う
一
度
認
識
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。こ

れ
か
ら
は
、
「
水
を
ど
の
よ
う
に

工
夫
し
て
大
切
に
使
っ
て
い
る
か
」

が
新
し
い
二
文
明
の
尺
度
。
と
な
る

時
代
で
す
。

二
十
一
世
紀
に
向
か
っ

メーターの点検を月!こ一度は、

-4← 

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
水
量
を
計
る
役
目
を
し
ま
す
が
、
漏

れ
を
発
見
す
る
こ
と
に
も
役
立
ち
ま
す
。
と
く
に
地
下
漏
水

な
ど
見
た
目
に
わ
か
ら
な
い
漏
水
は
、
メ
ー
タ
ー
で
漏
水
の

有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

蛇
口
を
全
部
閉
め
て
、
メ
ー
タ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
見
ま

す
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
動
い
て
い
れ
ば
、
ど
こ
か
で
漏
水
し
て

い
ま
す
。

月
に
一
回
は
、
こ
自
分
で
必
ず
メ
ー
タ
ー
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
メ
ペ
タ

l
が
回
っ
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
に
故

障
が
あ
り
ま
す
。
止
水
栓
を
閉
め
て
早
急
に
、
町
内
指
定
工

事
庄
で
修
理
し
て
く
だ
さ
い
。

て
、
わ
た
し
た
ち
は
水
の
も
つ
多
く

の
機
能
を
十
分
生
か
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
を
よ
り
豊
か
に
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
水
を
仲
立

ち
と
し
た
地
域
の
環
境
を
考
え
、
。
水

が
さ
さ
え
る
豊
か
な
社
会
。
を
、
次

の
世
代
へ
伝
え
て
い
き
た
い
も
の
で

す。

'‘ 
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綱、

補
正
総
額
一

で
補
正
総
額
は

6月 26日

-----28日

累
計
総
額

億
七
千
四
百
七
十
六
万
八
千
円

聞

簡
易
水
道

聞

特
別
会
計

ろ
過
砂
洗
砂
機
購
入
費
及
び
配
水
管

布
設
替
(
道
向
・
西
中
村
地
区
)

一O
、
二

O
O千
円

一
六
回
、

0
0
0千
円

西
谷
幼
園
舎
・
東
谷
小
校
舎
大
規
模
改
造
費
な
ど

平
成
三
年
度
の
六
月
定
例
町
議
会
は
六
月
二
十
六
日
開
会
し
、
平
成
三
年

度
補
正
予
算
な
ど
議
案
七
件
、
報
告
二
件
、
発
議
二
件
、
選
任
二
件
、
請
願

一
件
、
陳
情
一
件
ガ
提
案
さ
れ
、
請
願
を
除
い
て
、
全
議
案
原
案
ど
お
り
可

決
、
承
認
又
は
採
択
し
、
二
十
八
日
開
会
し
ま
し
た
。

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

補

正

予

算

西
谷
幼
稚
闘
・
東
谷
小
学
校
舎
大

規
模
改
造
費
な
ど
総
額
一
億
七
千
四

百
七
十
六
万
八
千
円
の
補
正
総
額
と

な
り
ま
し
た
。般

会

計

一
五
八
、
五
三
五
千
円

累
計
総
額三

、
一
五
九
、
六
四
一
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
、
次
の
と
お

れ
叶
ノ
。

ガ
リ
ラ
ヤ
荘
施
設
改
善
補
助
金

一、

六
O
O千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計
繰
出
金

三、

0
0
0千
円

土
地
改
良
総
合
整
備
事
業
実
施
設
計

委

託

料

一

、

九

O
O千
円

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇
所
調
査
費

て

五

O
O千
円

東
谷
小
学
校
校
舎
大
規
模
改
造
工
事

費

九

一

、

0
0
0千
円

西
谷
幼
稚
園
園
舎
大
規
模
改
造
工
事

費

一二
O
、
五

O
O千
円

獅
子
舞
用
備
品
購
入
費
補
助
金

二
、
五

O
O千
円

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
廃
水
処
理
施
設

整
備
関
係
費
三
一
一
、
五
七
一
千
円

老
人
保
健特

別
会
計

支
払
基
金
及
び
国
庫
負
担
金
返
還
金

累
計
総
額

六、

O
三
三
千
円

七
三
一O
、
五
八

O
千
円

大規模改造される東谷小学校校舎

。
固
定
資
産
評
価

員
の
選
任
同
意
に

つ
い
て

前
固
定
資
産
評

価
員
が
、
六
月
二

十
五
日
辞
任
し
た

た
め
、
後
任
に
渡

部
元
績
氏
を
選
任

し
ま
し
た
。

般

議案

。
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
同
意
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
に
、
白
戸
宏
氏

・
(
和
田
丸
)
を
再
任
す
る
こ
と
に
同

意
し
ま
し
た
。

0
則
之
内
地
区
・
和
田
丸
地
区
土
地

改
良
総
合
整
備
事
業
の
施
行
に
つ
い

て
則
之
内
地
区
・
和
田
丸
地
区
土
地

改
良
総
合
整
備
事
業
の
施
行
認
可
申

請
の
た
め
に
、
議
会
の
議
決
を
得
た

も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
町
の
土
地
開
発
公
社

の
経
営
状
況
報
告
な
ど
報
告
案
件
二

件
、
高
速
道
路
等
対
策
、
工
場
等
誘

致
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て
の

発
議
及
び
選
任
案
件
二
件
、
県
民
の

医
療
・
看
護
の
充
実
を
求
め
る
請
願

一
件
、
平
成
三
年
産
米
の
政
府
買
入

価
格
及
び
米
穀
政
策
の
確
立
に
関
す

る
陳
情
一
件
、
そ
れ
ぞ
れ
提
案
さ
れ

請
願
一
件
に
つ
い
て
は
継
続
審
査
、

そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
い
ず

れ
も
可
決
、
承
認
又
は
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

5 
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水回転作の

現地確認

日程きまる

平
成
三
年
度
水
田
農
業
確
立
後
期

対
策
転
作
実
施
水
田
の
現
地
確
認
を

次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

農
家
の
み
な
さ
ん
へ
お
願
い
刀

農
家
の
み
な
さ
ん
に
は
、
次
の
点

に
つ
い
て
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。て
平
成
三
一年
度
(
転
作
)
水
田
農

業
確
立
対
策
事
業
確
認
票
(
立

札
)
を
区
長
と
農
事
組
合
長
さ
ん

に
事
前
に
配
布
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
の
で
、

現
地
確
認
日
ま
で
に
所
定
の
事
項

を
記
入
し
て
、
転
作
田
の
見
や
す

い
所
に
立
て
て
お
い
て
下
さ
い
。 水田農業確立対策

二
、
転
作
実
施
水
田
の
変
更
や
新
た

に
実
施
さ
れ
る
場
合
は
、
役
場
産

業
課
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

三
一、
作
付
け
を
さ
れ
て
い
な
い
水
田

に
つ
い
て
は
、
確
認
後
該
当
さ
れ

る
方
に
通
知
し
ま
す
か
ら
、
農
協

と
の
預
託
契
約
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
こ
の
場
合
、
す
で
に
昭

和
五
十
三
年
以
降
三
一
年
間
連
続
し

て
預
託
し
て
い
る
水
田
は
、
面
積

の
み
転
作
扱
い
と
な
り
助
成
金
は

交
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
解
下

さ
い
。

四
、
林
地
、
農
業
用
生
産
施
設
に
つ

3年度

い
て
は
、
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら

一
年
間
の
助
成
金
交
付
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

さ
て
、
平
成
二
年
度
か
ら
の
水
田

農
業
確
立
後
期
対
策
で
は
、
地
域
の

実
情
に
即
し
た
生
産
性
の
高
い
転
作

営
農
の
確
立
を
目
指
す
た
め
生
産

者
、
生
産
者
団
体
お
よ
び
各
種
団

体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
共
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

現
地
確
認
日
程
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

月 日 現地確認対象区分

(=内地区)

問屋・日浦・則之内・滑川中・滑川下・土谷

7/31{7附
(J 11上地区)

鳥の子・原・横灘・西之側・原沖・旦之上

上海上・下海上・猪之窪・下古市・西古市

東中村・宮西・市場・上砂・斉院之木・吉久

(ニ内地区)

狩場・徳吉・ーヶ谷・保免・和田丸

惣田谷上・井内下・井内西・相之谷

8/1¥木) (JII上地区)

水越・川筋・添谷・檎皮・松瀬川音田

三車干屋・宝泉・上古市・宮東・上之町・下之町

下沖・竹之鼻・板戸・道向・八幡・曲里

(=内地区)

河之内音田・永野・惣田谷下・井内中

8/2絵)
井内上・滑川上

(JII上地区)

西組・西中村・天神・小坂・高木・森

茶堂・北八幡

• 
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0
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0
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0

広
い
場
所
で
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必
ず
水
を
入
邸
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副必
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J
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向
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強
い
と
き
に
は
遊
ば
な
い
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鎚

@
 

。

。

浴

衣

な

ど

、

着

て

い

る

も

の

鈎

晶
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
夏
の
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
注
臨

ん
四
身
近
な
風
物
詩
で
あ
る

「
お

も

意

す

る

。

一

山

必
ち
ゃ
花
火
」
。

O
何
本
か
ま
と
め
て
火
を
つ
け
鎚

必
し
か
し
、
そ
の
原
料
は
火
薬
た
り
、
向
か
い
合
っ
て
つ
け
綿

引

で

す

か

ら

、

扱

い

方

や

遊

び

方

た

り

し

な

い

。

…

山

~
却
を
誤
る
と
、
思
い
が
け
な
い
事
。
筒
状
の
花
火
は
、
途
中
で
火
鎚

邸
故
を
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
が
消
え
て
も
の
ぞ
き
込
ま
な
純

一

叫

す

。

ぃ

。

鵠

儲
安
全
に
遊
ぶ
た
め
に
は
、
安

O
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
ポ
鎚

制
全
な
花
火
を
選
び
、
正
し
く
取
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
持
ち
歩
か
鎚

必
り
扱
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
い
。
(
ち
ょ
っ
と
し
た
摩
擦
鈎

邸

マ

S

F
マ
l
ク

や

衝

撃

で

発

火

す

る

危

険

が

鎚

雌

花

火

は

、

危

険

防

止

の

た

あ

り

ま

す

。

)

鎚

儲
め
、
厳
し
い
基
準
に
基
づ
い
て
。
花
火
に
書
い
て
あ
る
H

遊

び

鎚

邸
作
'
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
基
準
方
H

を
よ
く
読
ん
で
、
必
ず
鵠

叫
が
守
ら
れ
た
花
火
に
は
、
「
S
F

守

る

。

一

山

由

マ

1
ク
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま
以
上
の
ル

i
ル
を
よ
く
守
鎚

邸
す
。
花
火
を
選
ぶ
と
き
は
、
こ
り
、
け
が
な
ど
の
な
い
よ
う
に
鎚

邸

の

マ

l
ク
が
表
示
さ
れ
た
も
の
恭
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
。
綿

一

山

を

選

び

ま

し

ょ

う

。

、

1

¥

鵠

邸
マ
遊
び
の
ル

l
ル

¥

、

③

長

才

鎚

卵

花

火

を

扱

う

と

き

は

、

次

の

伝

を

よ

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
@
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
@
@
9
9
9
9
9
9
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9
9
9
9
9
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寸
1
1
1
1
1
1
E
M
i
J
H
-
E
i
-
-
I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
J

一

川

氏

一

¢

民

詑

そ

の

⑧

却

の

道

筋

で

あ

る

こ

と

な

ど

か

ら

一

一

l
i
-
-
Aざ
あ
な

1
つ

ぶ

や

が

た

に

録

判

断

し

、

鼓

ケ

獄

で

援

軍

を

待

一

…

コ

風

次

北

産

屋

ケ

谷

崎

ち

わ

び

つ

つ

も

援

軍

来

ら

ず

、

…

…

海

上

物

語

哉

と

統

|

|

滑

川

姐

遂

に

崖

よ

り

飛

び

下

り

て

そ

の

一

町

っ

か

ふ

討

を

絶

っ

た

と

こ

ろ

と

い

わ

れ

叫

…

イ

ボ

と

り

お

塚

さ

ん

U
い
る
o

…

…
州
問
劇
団
閣
向
日
日
川
崎
一
い
い
u
r
J
U
日
リ
凶
川
崎
間
一

回

滑

川

の

里

を

川

沿

い

に

奥

へ

谷

川

」

と

呼

ぶ

。

先

程

の

道

路

を

崖

の

ま

ん

前

一

…
登
っ
て
行
く
と
、
道
路
の
向
こ
昔
こ
の
川
上
の
地
に
平
家
の
落
人
ま
で
上
っ
て
来
る
と
ち
ょ
う
ど
一

一
う
に
、
愛
媛
県
道
前
道
後
第
二
が
住
み
つ
い
て
生
活
し
て
い
た
頃
、
崖
と
道
路
を
結
ぶ
線
の
道
路
下
…

一
発
電
所
が
あ
る
。
こ
の
発
電
所
こ
の
谷
の
奥
に
、
子
供
を
産
む
た
め
に
「
イ
ボ
と
り
お
塚
さ
ん
」
が
山

一
の
手
前
に
現
在
戸
数
わ
ず
か
こ
の
産
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
あ
る
。
イ
ボ
で
困
っ
て
い
る
者
一

一
戸
の
瓶
一
郎
と
い
う
所
が
あ
る
ら
、
こ
の
谷
の
こ
と
を
「

E
E」
が
願
を
か
け
て
、
こ
の
お
塚
さ
…

一
が
、
こ
の
小
部
落
は
そ
の
名
の
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
ん
の
花
立
て
の
水
を
つ
け
る
一

一

と

お

り

、

梅

が

よ

く

で

き

る

薮

あ

る

。

と

、

き

れ

い

に

と

れ

て

し

ま

う

一

一
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
そ
の
名
が

I

l

l

i

-

-

と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
ご
利
益
出

向

。

鼓

ケ

獄

一
つ
い
た
ら
し
し

|
|
I
l
l
i
-
-ー
を

受

け

た

人

も

多

い

と

聞

く

。

一

う

ぷ

や

が
た
に

H

一
こ
の
梅
薮
と
海
上
の
境
界
に
産
屋
ケ
谷
か
ら
道
路
に

1
語
司
語
道
調
‘
堅
主
『
〓

a
a
l」
町

出
発
滝
所
が
あ
る
が
、
こ
の
前
の

出
て
、
道
路
改
修
碑
か
ら

寂
樋

関

崎

H
J六
割

雌

臨
回

一
一

一
擁
壁
に
煙
突
の
よ
う
な
も
の
が
道
路
沿
い
に
西
南
に
向

町
叫
岨
‘

圃
圃
聞
緬
匝
j

輔

副
司
圃
圃

ん

二

一
つ
い
て
い
て
、
そ
の
ち
ょ
う
ど
か
っ
た
正
面
の
高
い
崖
が

〔
鶴

欝

』

掴

蝿

胡

院

国

圃

竺

…

一
真
上
の
薮
に
石
が
見
え
て
い
る
「
鼓
ケ
巌
」
で
あ
る
。

強
調

闇

甑

組

踊

掴
聞
脳
園
園

小
わ
二

回

か

ぎ

あ

な

.

，

'
帽
子
制
陣
薗
置
・
・
固
守
曲
四
』

・
・
・
回
国
際
・
・
・
・
・
圃
圃
E
圃

----L
a-回

目

所

に

「風
{
八
」
が
あ
り
、
夏
は
西
へ
西
へ
と
追
わ
れ
た
圃
一

y
a圃
圃
里

町
門
N
M
R喧
緬
温
帽

と
一
日

.
，

護
国
圃
・
↑
胴
霞

町

内

野

臨

ボ
一
目

的

と

て

も

冷

た

い

風

が

吹

き

出

て

芸

の

落

人

た

ち

が

、

明

週

謡

薗

-EE-EF副
市一

町

一

い

る

。

こ

の

風

穴

か

ら

海

上

の

す

ら

ル

砕

を

へ

て

産

屋

菌
剤

溜

繭

問

ia圃

聞

圏

一

…

…
方
へ
登
っ
て
行
く
と
道
路
改
修
ケ
谷
へ
逃
れ
る
最
短
距
離

RS
E
E
-
E
L…

日
本
の
夏
は
高
温
多
湿
で
、
食
中

毒
菌
が
増
殖
し
や
す
い
た
め
、
食
品

の
衛
生
的
取
り
扱
い
を
お
ろ
そ
か
に

す
る
と
、
食
中
毒
事
故
の
発
生
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ
や
湿
気

で
、
い
わ
ゆ
る
夏
パ
テ
を
起
こ
す
人

も
少
な
く
な
く
、
体
の
抵
抗
力
が
低

下
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
も
、

食
中
毒
事
故
の
発
生
原
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
二
年
の
食
中
毒
発
生

件
数
は
九
百
二
十
六
件
で
、

そ
の
約
六
割
が
七
j

九
月
の

夏
季
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
家
庭
で
の
食
中
毒
は

飲
食
庖
に
次
い
で
多
く
、
約

二
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
夏
季
は
食
品
関

係
営
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
家

庭
で
も
、
食
品
の
衛
生
に
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
八
月

五
j
十
一
日
は
、
「
食
品
衛
生

週
間
」
で
す
。

食
中
毒
菌
の
増
殖
を

防
ぐ
こ
と
が
大
切

食
中
毒
を
防
ぐ
た
め
に
大
切
な
、

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
み
て
み
ま
し
ょ

、「J

。
V
清
潔

調
理
の
前
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

調
理
中
に
生
肉
や
魚
介
類
を
取
り
扱

っ
た
あ
と
は
、
せ
っ
け
ん
で
よ
く
手

を
洗
う
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
食

器
や
ま
な
板
、
ふ
き
ん
な
ど
の
調
理

器
具
類
は
、
食
品
や
用
途
に
よ
り
使

い
介
け
、
使
用
後
は
熱
湯
煮
沸
や
消

毒
薬
で
消
毒
し
、
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
な
板
は
、
天
日
に
干
す
こ
と

も
効
果
的
で
す
。

-
」

ま

た

、

指

に

切

り

傷

な

ど

一日

一
ト

が

あ

る

場

合

は

、

食

品

に

直

一

1
一
ン
接
触
れ
な
い
よ
う
に
、
指
サ

一

1
一
ρ

.

ツ
ク
を
つ
け
て
調
理
し
ま
し

~

一

寸

ょ

う

c

化
膿
し
た
傷
口
な
ど

ポ

に

は

、

食

中

毒

の

原

因

と

な

nJ
る
ブ
ド
ウ
球
菌
が
い
ま
す
o

vペ

V
迅
速

F

・
食
品
、
特
に
生
モ
ノ
は
、

qv
買
つ
で
き
た
り
常
温
で
長
く

尺
刊
誌
計
七
日
山

骨
め
の
は
早
め
に
食
べ
る
よ
う
に

を

し

て

く

だ

さ

い

。

匡

E

V
加
熱
と
冷
却

J

引
什
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は

「
」
熱
に
弱
く
、
セ
氏
六
十
五
度

企
一
京
以
上
に
加
熱
す
る
と
死
滅
し

ま
す
。
食
品
は
中
心
部
ま
で

十
介
に
熱
が
通
る
よ
う
に
、
「
揚
げ
る
」

「
煮
る
」
「
焼
く
」
こ
と
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
、

低
温
下
で
は
増
殖
し
ま
せ
ん
。
冷
却

し
て
保
存
す
る
場
合
に
は
、
セ
氏
五

麿
以
下
で
保
存
し
、
食
中
毒
菌
の
増

殖
を
防
ぐ
こ
と
が
大
切
で
す

P

B 月 5

7 
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と
い
え
ま
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
差
別
者
が
差
別
意
識
や

偏
見
に
よ
っ
て
人
を
差
別
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
起
こ
る
の
が
差
別
事
象
な

の
で
す
。

ま
ず
、
身
近
な
こ
と
か
ら
み
て
み

め正かると「進講同め当 に 基 と つ 江 差じを女 関とがし
ょしわの は昔め座和、な川保本いく戸そ別く考性な係りあて

道路は広く
正しく美しく

8月10日は「道の日」

、
他
人
ご
と
の
よ
う
に
受
け

る
人
は
い
な
い
で
し
ょ
う

別
と
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と

生
活
に
か
か
わ
る
身
近
な
問

す
が
、
「
差
別
を
許
さ
な
い
こ

が
最
も
基
本
的
な
社
会
ル
ー

な
り
ま
す
。

こ
で
「
差
別
と
は
何
か
L

を

て
み
ま
し
ょ
う
。

別
の
定
義
と
し
て
は
い
ろ
い

考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、
本

等
で
あ
る
べ
き
も
の
が
不
平

取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る

え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
も
っ

し
く
い
え
ば
、
「
本
人
の
責
任

い
よ
う
の
な
い
事
情
ま
た

本
人
の
努
力
で
は
い
か
ん
と

が
た
い
事
情
に
よ
っ
て
不
利

と
う
む
り
、
他
の
多
く
の

に
は
、
認
め
ら
れ
て
い
る
権

侵
害
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
」

八
月
一
日
よ
り
八
月
三
十
一
日
ま

で
の
一
ヶ
月
聞
は
「
道
路
を
ま
も
る

月
間
」
で
す
。

こ
の
月
聞
は
、
道
路
の
環
境
を
よ

く
し
、
皆
さ
ん
方
に
道
路
の
正
し
い

利
用
、
道
路
の
愛
護
を
お
願
い
し
、

道
路
を
常
に
広
く
、
美
し
く
、
ま
た

安
全
に
使
用
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的

に
し
て
い
ま
す
。

道
路
に
空
缶
や
タ
バ
コ
の
吸
殻
を

捨
て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

歩
道
に
商
品
の
看
板
を
置
い
た
り

ビ
ラ
を
貼
る
な
ど
の
不
法
占
用
は

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

道
路
は
み
ん
な
の
財
産
で
す

道
路
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

ま
す
と
、
た
と
え
ば
就
職
で
は
、
身

元
を
採
用
の
判
断
材
料
に
し
た
り
、

出
身
校
を
か
ぎ
っ
て
入
社
さ
せ
て
い

た
企
業
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
結
婚
問
題
で
は
、
「
家
柄
」

寸
出
身
地
L

「
財
産
L

「
片
親
か
否
か
」

J
子
歴
し
が
当
人
た
ち
の
意
志
に
反

。
看
板
、
日
よ
け
等
の
占
用
は

(
道
路
法
第
三
十
二
条
)

道
路
敷
に
看
板
、
日
よ
け
、
水
道
等
、

こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
及
び
、
道
路

の
構
造
又
は
、
交
通
に
支
障
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作
物
、
物
件
を

• 
‘ 
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A 

明
器
A

X

班
員
自
話
器
議
昔
話
器
自
費
目
事
A
W

費
話
器
話
器
護
自
昔
話
自
益
事
A

自
費
目
自
話
器
話
器
話
器
益
事
A
W

貴

吉
田
さ
ん
は
、
地
元
の
県
立

…

被

表

彰

者

の

横

顔

皿

ケ

嶺

連

峰

自

然

公

園

内

に

あ

時

る
滑
川
渓
谷
の
美
化
清
掃
活
関

…
自
然
環
境
保
全
功
労
者
と
し
て
労
者
と
し
て
、
滑
川
海
上
の
吉
田
秀
動
、
空
き
缶
、
空
き
ビ
ン
な
ど
…

糊

愛

媛

県

自

然

環

境

保

全

雄

さ

ん

が

表

彰

さ

れ

ま

し

た

。

の

除

去

、

公

園

周

辺

の

草

刈

醐

…

協

議

会

長

表

彰

h
.
..

.

 
，

/

り
、
遊
歩
道
の
修
復
な
ど
を
、
…

…

吉

田

秀

雄

さ

ん

(

海

上

)

‘

司

』

咽

組

問

Y
昭
和
五
十
四
年
頃
か
ら
今
日
に
…

糊

平

成

三

年

六

月

二

十

四

日

県

・

・

司

a開

d=-vk.4
至
る
ま
で
の
十
数
年
間
に
亘

り

醐

…

庁

で

行

わ

れ

た

、

平

成

三

年

度

.

，

雪

川

司

ノ

積
極
的
に
奉
仕
し
た
功
績
が
認
…

…
愛
媛
県
自
然
環
境
保
全
協
議
会

4

・E
E-
F
¥
め
ら
れ
、
今
回
受
賞
さ
れ
た
も
…

轍
総
会
に
お
い
て
、
美
化
清
掃
功

da------ー

の

で

す

。
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F
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器
事
A
W

量
話
器
事
A
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A
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事
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3
3
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事
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; :::::町，1蔵重量襲集::::ij 

: 川内町では、平成 4年度の職員採用試験を次の要領:

;で実施します。 ; 

o募集職種 ! 
! 一般事務職 若干名 ! 
; 幼稚園教諭 l 名 ; 

o受験資格 ; 
j 一般事務職 ! 
: 昭和38年 4月2日から昭和48年 4月!日までに生;

j まれた者 ! 
: 幼稚園教諭

; 昭和38年 4月E日から昭和47年 4月 l日までに生;

! まれた者 ! 

iO試験内容 ! 
; 筆記試験(高校卒業程度)

9 面接試験 。

;0受験申し込みの受付期間 ; 

! 平成 3年 8月 l日から ; 

; 平成 3年 8月3旧まで j 
! そ似也くわしいことは、役場総務課までおたすね下さ ! 

lIo 

TE L66-2222・有線 2111

設
け
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の

許
可
が
必
要
で
す
。

。
道
路
を
損
傷
し
た
場
合
は

(
道
路
法
第
二
十
二
条
)

道
路
附
属
物
(
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
、
照

明
灯
等
)
を
損
傷
汚
損
し
た
場
合
に

は
、
道
路
管
理
者
へ
の
届
出
が
必
要

で
す
。

。
特
殊
な
車
両
を
通
行
さ
せ
る
と
き

は
(
道
路
法
第
四
十
七
条
及
び

第
四
十
七
条
の
二
)

一
定
の
制
限
(
幅
二
・
五
メ
ー
ト

ル
、
総
重
量
二
十
ト
ン
、
高
さ
三
・

八
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
十
二
メ
ー
ト

ル
)
を
超
え
て
、
車
両
を
通
行
さ
せ

る
場
合
に
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可

が
必
要
で
す
。

。
道
路
法
面
の
埋
め
立
て
文
は
、
道

路
の
掘
返
し
は

(
道
路
法
第
二
十
四
条
)

道
路
沿
で
の
宅
地
造
成
等
に
伴
い
、

道
路
敷
の
埋
め
立
て
又
は
、
切
り
取

り
工
事
等
を
行
う
場
合
に
は
、
道
路

管
理
者
の
承
認
が
必
要
で
す
。

U

道
路
に
つ
い
て
の
お
間
合
わ
せ

は
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
ど
う
ぞ

l
H

O
国

道

建
設
省
松
山
工
事
事
務
所

松
山
市
土
居
田
町
七
九
七
一
一

T
E
L

七
二

O
O三
四

建
設
省
松
山
第
一
国
道
維
持
出

張
所

松
山
市
東
石
井
町
四
八
四
|
一

T
E
L

五
六

1
0三
二
六

建
設
省
松
山
第
二
国
道
維
持
出

張
所

松
山
市
平
田
町
四
四
八
一

T
E
L

七
八
|
二
三
八
二

。

県

道

松
山
地
方
局
建
設
部

松
山
市
北
持
田
町
ご
ニ
二

T
E
L

四
一
一
一
一
一

O
町

道
役
場
建
設
課
建
設
係

T
E
L

六
六
l
二
ニ
二
二

有
線
三
一
五
一

-9一
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中央公民館で行われた、温泉郡三町によ

る雲仙岳チャリティーカラオケ大会

町内一斉美化清掃表川土堤の草

刈りをする板戸のみなさん

Jクメラ
レ111-1、

4

東
温
消
防
署
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東
谷
小
学
校
四
年
生
に
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婦
人
会

だ
よ
り

中
予
地
区

研
修
会
よ
り

六
月
は
田
植
え
の
多
忙
時
に
て
、

川
内
町
婦
人
会
は
、
行
事
を
持
た
な

い
月
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
中
予
地
区
研
修
会
が
、

二
十
八
日
県
婦
人
会
館
で
行
わ
れ
た

た
め
、
川
内
町
か
ら
も
十
八
名
が
参

加
し
、
総
勢
二
百
名
の
大
き
な
雰
囲

気
の
中
で
今
年
度
の
婦
人
会
活
動
状

況
等
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
研
修

し
て
帰
り
ま
し
た
。

(
研
究
テ
l
マ
)

第
一
分
科
会

ご
み
処
理
問
題
に
取
り
組
む
婦

人
活
動

;. 

A 
O

パ
ッ
ク
牛
乳
と
違
っ
て
、
ビ
ン

は
八
十
回
か
ら
百
回
も
洗
っ
て
使
え

る
の
で
、
ビ
ン
牛
乳
を
飲
む
よ
う
に

し
よ
う
。

O

パ
ッ
ク
牛
乳
を
飲
む
時
は
、

パ
ッ
ク
を
洗
っ
て
広
げ
、
リ
サ
イ
ク

ル
に
出
す
よ
う
に
し
よ
う
。

O

学
校
牛
乳
を
、
パ
ッ
ク
牛
乳
か

ら
ビ
ン
牛
乳
に
変
え
て
頂
り
な
い
だ

ろ
う
か
。
ビ
ン
牛
乳
の
方
が
、
価
格

も
一
本
に
つ
き
六
十
銭
安
い
し
、
香

り
を
か
ぎ
な
が
ら
味
わ
っ
て
飲
む
事

も
で
き
る
。
中
予
地
区
の
学
校
牛
乳

の
紙
パ
ッ
ク
が
一
日
に
六
万
八
千
五

百
個
も
燃
や
さ
れ
て
い
る
。
資
源
愛

護
の
点
か
ら
も
、
ぜ
ひ
ビ
ン
牛
乳
に

変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
検
討
し
て

も
ら
い
た
い
。

O

調
査
に
よ
る
と
、
重
信
町
の
小

中
学
校
だ
け
が
ビ
ン
牛
乳
で
、
あ
と

の
中
予
地
区
の
学
校
は
す
べ
て
が

パ
ッ
ク
牛
乳
で
し
た
。

第
二
分
科
会

高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
婦
人
が

支
え
る
地
域
ぐ
る
み
の
生
き
が

い
づ
く
り

O 

老
人
の
体
験
・
技
術
・
知
恵
を

9・. 

学
び
、
地
域
で
の
好
ま
し
い
人
間
関

係
を
目
指
し
て
、
ど
の
市
町
村
で

も
、
敬
老
会
や
三
世
代
交
流
に
工
夫

を
こ
ら
し
て
成
果
を
挙
げ
て
い
る
よ

う
で
し
た
。

。
自
分
の
老
後
の
暮
ら
し
で
は
、

-
今
ま
で
生
き
て
受
け
継
い
で
き

た
も
の
は
何
で
あ
る
か
。

-
そ
れ
を
今
、
ど
う
い
う
形
で
生

か
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

-
そ
の
生
き
方
、
学
び
と
っ
た
も

の
や
心
の
遺
産
を
、
次
の
世
代
へ

如
何
に
し
て
残
し
て
い
く
か
。

O

人
に
愛
さ
れ
、
人
の
た
め
に
な

る
地
域
づ
く
り
の
で
き
る
婦
人
会
で

あ
る
。
生
き
が
い
を
感
じ
る
婦
人
会

活
動
を
展
開
し
て
い
こ
う
。

第
三
分
科
会

男
女
共
同
参
加
型
社
会
の
実
現

に
向
け
て

O

男
性
も
女
性
も
、
伸
び
や
か
に

共
に
生
き
て
い
こ
う
。

O

婦
人
の
能
力
を
も
っ
と
高
め
、

発
揮
し
て
い
こ
う
。

。
男
女
が
調
和
の
と
れ
た
共
同
型

家
庭
ゃ
つ
く
り
・
社
会
参
加
を
し
て
い

v
」
〉
「
ノ
。

O

お
互
い
が
相
手
の
気
持
ち
を
思

い
や
っ
て
、
男
女
共
同
参
加
型
に
な

る
よ
う
に
し
よ
う
、

等
々
、
三
分
科
会
場
に
て
、
実
践
を

ふ
ま
え
た
話
し
合
い
を
し
ま
し
た

0

・
今
、
地
域
で
何
が
問
題
な
の
か

0

・
そ
れ
は
、
ど
う
し
て
な
の
か
。

-
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。

ねまきの着せかえ方・しわをつくらないように着せる。

毎日着がえるのが理想だが、最低 2日に1度はかえるのが望ま

しい、苦痛を与えないように、手ぎわよくかえてあげること。

合 肩や腕にマヒや痛みがある場合

脱がせる→健康な側から 着せる→マヒ、痛みのある側から

②横向きにして、肩から手

を入れ、ひじの方へすべ

らせ、袖を脱がせる'"竺
f¥¥ 

尽4j
5プ判 柄
、一」一ー一一一~=

ねたきり老人のための介護技術

①ひもをとく

l(J 

-F  A勺
こ~"--主主己

② 

↑
 

0
わ
か
っ
た
ら
、
や
っ
て
み
よ
う

(
こ
こ
が
地
域
婦
人
会
で
あ
る
)

と
、
県
社
会
教
育
課
長
の
還
先
生
か

ら
、
力
強
い
ご
指
導
を
頂
き
ま
し

た。

④汚れたねまきを

内巻きにして体

A のドに差し込む
((]人

見込Jム~マず
さと庄三=)己、

1

・4
唱

E
A

③きれいなねまきの

袖口から病人の手

をもち、袖を通し

肩まで着せる

ぷの

三主E



温
泉
と

サ
ウ
ナ
を
考
え
る Jib 

健
康
情
報
シ
リ
ー
ズ
⑥

浴
用
剤
に
つ
い
て

家
庭
で
手
軽
に
温
泉
気
分
を
味
わ

え
る
と
い
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

浴
用
剤
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

浴
用
剤
の
種
類

い
ま
市
販
さ
れ
て
い
る
浴
用
剤
に

十
品
、

付
ナ
ト
リ
ウ
ム
炭
酸
水
素
塩
(
重

曹
)
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
酸
塩
(
古

硝
)
な
ど
温
泉
の
主
要
成
分
を

べ
l
ス
に
し
た
も
の

同
こ
れ
に
酵
素
を
加
え
た
も
の

同
生
薬
エ
キ
ス
を
べ

1
ス
に
し
た

も
の

回
湯
に
入
れ
る
と
水
と
反
応
し
て

炭
酸
ガ
ス
の
泡
を
発
生
す
る
も
の

な
ど
、
多
く
の
種
類
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

温
泉
の
効
果
と
浴
用
剤
の
効
果

温
泉
に
は
、
主
要
な
化
学
成
分
の

ほ
か
多
く
の
微
量
成
分
が
入
っ
て
い

て
、
そ
の
効
用
は
そ
れ
ら
の
含
有
成

分
の
作
用
お
よ
び
、
そ
の
温
泉
地
の

地
形
や
環
境
な
ど
の
総
合
的
な
作
用

の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
も
の
で
す
。

市
販
の
浴
用
剤
の
ほ
か
に
は
、
温

泉
成
分
の
い
く
つ
か
を
含
有
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
温
泉
の
も
つ
複

雑
な
効
用
か
ら
み
て
も
、
温
泉
の
効

用
と
単
純
に
比
較
す
る
の
は
む
ず
か

じ
い
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
浴
用

剤
を
温
泉
気
分
を
味
わ
う
目
的
で
利

用
す
る
と
し
て
も
、
温
泉
と
同
じ
で

あ
る
こ
と
を
期
待
し
て
用
い
る
の
は

適
当
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

• 
4‘ 

税
の

おはなし

ス
ム
ー
ズ
な

窓
口
業
務
を
目
指
し
て

税
務
署
の
窓
口
を

税
目
別
か
ら

納
税
者
別
に
変
更

七
月
か
ら
税
務
署
の
窓
口
が
変
わ

り
，
事
A
V
1
U
れ
ん
。

こ
れ
ま
で
は
、
「
所
得
税
は
所
得
税

部
門
」
「
法
人
税
は
法
人
税
・
源
泉
所

得
税
部
門
」
「
消
費
税
な
ど
の
間
接
税

は
関
税
部
門
」
と
い
う
よ
う
に
税
目

別
に
窓
口
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
こ
れ
が
、
「
個
人
は
個
人
課
税

部
門
」
「
法
人
は
法
人
課
税
部
門
」
と

い
う
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
納
税
者

別
の
窓
口
に
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
同
じ
人

が
、
法
人
税
や
消
費
税
に
つ
い
て

別
々
の
窓
口
に
行
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
一

、

• 

つ
の
窓
口
で
す
む
よ
う
に
な
り
、
手

聞
が
か
か
ら
ず
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

申
請
や
相
談
の
主
な
窓
口

今
回
の
変
更
後
の
、
主
な
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

マ
納
税
証
明
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

所
得
金
額
の
証
明
の
場
合
、
個
人

は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は
法
人
課

税
部
門
と
な
り
ま
し
た
。
納
税
額
の

証
明
の
場
合
は
、
個
人
、
法
人
主
も

に
管
理
・
徴
収
部
門
で
す
。

マ
納
付
書
を
も
ら
い
た
い
と
き

納
付
書
用
紙
は
各
窓
口
に
備
え
つ

け
て
あ
り
ま
す
。

マ
個
人
で
商
売
を
始
め
た
と
き

個
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ

'ν マ
消
費
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

個
人
は
個
人
課
税
部
門
、
法
人
は

q
J
“
 

1ょ

O
戦
没
者
等
の
遺
族
(
戦
没
者
等
死

亡
当
時
の
三
親
等
内
の
親
族
)

で
、
次
の
要
件
を
満
た
す
方
に
特

別
弔
慰
金
(
額
面
十
八
万
円
の
国

債
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

元
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
聞

に
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等

の
受
給
権
者
が
遺
族
内
に
い
な
く

な
っ
た
方
。

同
昭
和
六
十
年
四
月
二
日
か
ら
平
成

元
年
四
月
一
日
ま
で
の
聞
に
、
戦

傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に

よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
方
。

O
平
成
四
年
六
月
二
十
七
日
が
請
求

期
限
と
な
っ
て
い
ま
す
。

請
求
手
続
き
が
ま
だ
お
済
み
で
な

い
方
は
、
役
場
福
祉
課
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



法
人
課
税
部
門
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

マ
源
泉
所
得
税
に
つ
い
て
の
相
談
は

個
人
、
法
人
と
も
に
、
法
人
課
税

部
門
(
源
泉
所
得
税
担
当
)
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

マ
延
納
な
ど
の
納
税
の
相
談
は

管
理
・
徴
収
部
門
に
ご
相
談
く
だ

え
」
い
。

松
山
税
務
署
で
は
、
納
税
相
談
室

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

税
に
関
す
る
相
談
は
、
税
務
相
談

室
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

8月健康センターだより

栄養学級 (3回目)(センター)1日(木)

2日(金)

6日(火)

7日(水)

8日(木)

こころの健康相談 (センター)

基本検診 (センター)

健康教育 (センター)

第2回役員研修会 (大洲市)

成人精密診査 (センター)

成人精密診査 (センター)

成人精密診査 (センター)

結核レントゲン検診 (直接)(セン

ター)

21日(水)

22日(木)

23日(金)
" 

.3 

年金

あれこれ

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
と
っ
た
ら

国
民
年
金
証
書
を

提
出
し
ま
し
ょ
う

八
月
は
、
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け

て
い
る
方
が
、
「
国
民
年
金
証
書
」
を

提
出
す
る
時
期
で
す
。

こ
れ
は
、
受
給
者
の
方
々
の
生
存

育児学級 (センター)

成人精密診査未受診者検診(セン

ター)

26日(月)

29日(木)

30日(金)

不用犬買い上げ (センター)

健康相談・栄養相談 (センター)

母子手帳交付・妊婦健康相談 (セ

毎月曜日

毎水曜日

ンター)

機能回復訓練事業

の
確
認
や
、
本
人
、
配
偶
者
及
び
扶

養
義
務
者
の
前
年
所
得
額
の
調
査
を

行
い
、
今
年
の
八
月
か
ら
翌
年
の
七

月
ま
で
の
年
金
支
払
額
を
決
定
し
、

国
民
年
金
証
書
に
書
き
込
む
た
め
に

必
要
な
こ
と
で
す
。

も
し
、
提
出
し
な
か
っ
た
り
、
遅

れ
た
り
し
ま
す
と
、
十
一
月
の
支
払

い
か
ら
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。

老
齢
福
祉
年
金
の
八
月
期
(
四
月

か
ら
七
月
分
)
の
支
払
い
が
、
八
月

十
二
日
か
ら
各
郵
便
局
で
行
わ
れ
ま

す
の
で
、
年
金
を
受
け
取
っ
た
ら
、

速
や
か
に
役
場
の
国
民
年
金
係
へ
国

民
年
金
証
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

(ガリラヤ荘)

4日(日)

11日(日)

18日(日)

25日(日)

64-0013 

重信クリニック(志津川[)64-1188 

西村内科(志津川)

山本内科(北方)

64-2461 

66-2066 

辻井内科(田窪)

当番医

戸

籍

敬
称
略
)

の

窓

(
六
月
分
受
付

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

中 市 狩 上 北 )11 徳 天
内

之 古 J¥ 森
、マ
ン
シ

所
町 場 場 市 幡

三ヨ
亡仁とコ 神ン

佐 主告 近 渡 中公 車田 仙 大 西
保

{白 木 藤 苦日 田 JlI i皮 野 尾
護

親 主先 久 干日 政 智 文 誠 伸
者

夫 男 夫 幸 麿 久 5よ 市

長 長 長 長 長 続

女 男 女 男 女 女 男 女 女 柄

加 裕 友 真 軍長 里 勇 京変 沙
名

緒 也
目リ里 也 里ふ 丈 加 糖、 祐 子 香

3 3 3 3 3 3 3 3 3 
生. 
年

6 6 6 6 6 5 5 5 5 
月. . 

18 10 9 7 2 28 25 29 25 
日

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

土 =土=ご 保 手口 西 保にコ 住

田 古

谷 久 免 丸 市 免
所

i高頼
大 {主 白

梅崎ト
畝 氏

西
{圭頁白与す

戸 ÚJ~-
竹 セ
五 キ 太 三EtI フ 春
郎 コ !!s 子 ヨ 悪 名

63 85 82 86 75 89 齢年

高瀬
大 佐

戸白
梅 畝 世

西 イ白 尚ト一
山4-

1t せ骨辻す子

五 良 美 フ
!!s 1昆 桂 t佐 ヨ 高差 主

3 3 3 3 3 3 死. 亡
6 6 6 6 6 6 年

月
28 28 25 17 14 9 日

円べ
U

噌

I
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衣
重
え
戸
ラ
戸
ラ
ア
ラ
の
子
の
育
ち
押
入
の
肌
着
見
つ
け
だ
衣
更
え

一

J

J

s

y

a

A

一

ひ

ろ

士

山

一

裳

「
七
月
例
会
も
ず
く
吟
社
L

-肉
佃
さ
を
は
っ
き
り
と
知
る
衣
更
え
断
り
の
言
葉
さ
や
か
し
に
四
苦
八
苦

紫

芳

佐

久

良

老
い
の
身
に
よ
け
た
つ
も
り
が
向
こ

う

ず

ね

喜

撰

亭

ナ
l
ス
と
は
山
の
痛
み
い
や
す
人

美
登
利

断
つ
疋
旅
行
未
練
に
指
を
折
り艶

11111111111111111111111111111111111 

コ少
~ 

~ 

軒
ツ
パ
メ
子
育
て
忙
し
衣
聖
え外

呆

精
一
杯
の
痛
さ
で
見
て
る
速
射
針

呑

舟

断
り
は
一
人
で
お
行
き
父
頑
固深

11111111111111111111111111111111111 

[
川
時
川
区
胴
上
]

う
す
紅
の
夢
漂
う
や
合
歓
の
花

宮

内

竹

仙

空
障
の
四
肢
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
み
よ
う

高
須
賀
清
江

空
蝉
や
玉
垣
に
見
る
祖
先
の
名

戒

能

芙

沙

も
ぎ
と
り
し
児
の
手
に
大
事
蟻
の
空

菅

野

竜

子

み
ど
り
児
の
髪
や
わ
ら
か
し
合
歓
の

花

池

川

水

穂

花
合
歓
や
島
の
磯
辺
の
通
り
雨

中

川

蛍

舟

舟• 
& 

合
歓
の
花
こ
ぼ
れ
て
ゐ
た
る
水
呑
場

渡

部

那

美

か
ん
ぬ
き

空
蝉
や
錆
び
問
の
山
倉
庫小

倉

静

波

道
を
行
<
人
の
姿
や
青
簾近

藤

乙

鳥

夏
つ
ぱ
め
出
入
自
在
に
駐
在
所

田
中
乃
武

子
の
九
十
塔
婆
に
空
蝉
一
っ
す
、
ガ
り
を

り

大

西

律

子

歳
月
の
重
さ
掌
に
あ
り
鰻
の
空

楠

治

子

雲
仙
の
岳
は
火
の
山
重
の
雲

熊
田
慶
一

文
字
国
や
少
女
は
髪
を
三
つ
編
巴

池

川

胴

谷

女

八
月
例
会
お
知
ら
せ

八
月
三
日
(
土
)
午
後
七
時
三
十
分

中
央
公
民
館
第
三
会
議
室

題

①

紙

②

百

円

③

鍵
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